






































































































































































































　2011年 7 月 7 日──寺島建一先生は旅立たれた。柔和な笑みを浮かべた，それは
もう本当に素晴らしいお顔であった。寺島先生との出会いが，笑顔に始まり，笑顔
で終わったことを，心の底から実感させられた日でもあった。
　生きるということは，多くのものを失うということと隣り合わせでもある。
　スイスの哲学者ヒルティは言った。
　「何事につけても，『自分はそれを失った』といってはならぬ。『自分はそれを返
した』というべきである。君の息子が死んだら，それは返したのである。君の財産
が奪われたら，これもまた返したのである」（ヒルティ『幸福論』岩波文庫）と──。
　わが子であれ，財産であれ，贈り主が，それをあなたにゆだねているあいだは，
それを自分のものとしてではなく，他人のものとして所有しなさいとヒルティは言
う。そして，贈り主が，それを取り戻そうとしてやってきた場合には，贈り主にし
たがうべきであると。あたかも一夜だけ宿泊をした旅人が，お世話になった宿屋を
離れるように──。
　盟友という人生の財宝を返したという事実は，私にとって，本当に辛く悲しい来
事であった。
　しかし，この四半世紀，束の間の出来事ではあったが，私は，寺島先生というか
けがえのない心の財産を得て，本当に幸せであった。盟友という最高の財宝に出会
えたことに心から感謝している。
　寺島先生──今度，生まれ変わって来られたら，また同じ部屋で，あなたと一緒
に，机を並べて，思う存分に仕事をしましょう。そして，心行くまで語り合いまし
ょう。
　「偉大なる教育者　寺島建一先生」──創立者池田先生が，最大の賛辞を贈って
くださった方と，再び会いまみえる機会を心から楽しみにしつつ──。
